
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 第二東 中学校 ）     学校番号 ２４０                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 ○笑顔（スマイル）があふれる学校 ○保護者、地域とともにある学校 ○勤めてよかったと思える学校        

          

重 点 目 標 

１ 教育ＤＸに向けた「シン・ＧＩＧＡスクール構想」及び「学びの指標」に基づく授業改善 
２ 生徒指導・教育相談の充実を基盤に、安全・安心・快適に過ごせる学校づくりと確実な管理 
３ 学校運営協議会（コニュニティ・スクール）を中核とした開かれた学校づくりの実現 
４ 情熱と使命感をもち、生徒・保護者・地域に信頼される教職員の育成 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月１８日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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学

力

向

上 

（現状） 

○R５全国学力・学習状況調査（国・数・理）は、

全国平均と比べ、やや上回った。 

○R５市学習状況調査（国・数・社・理）におい

て、全学年、市平均を下回った。「授業内容が

分かる」と肯定的に回答した生徒の割合は、市

平均をやや上回っている。 

（課題） 

○R５市学習状況調査の例えば国語では「言葉の特

徴や使い方に関する事項」にやや課題が見られ

るなど、教科ごとに課題を分析し、解決に向け

取り組むことが必要である。 

○市の学習状況調査から、家庭学習の取り組みが

市平均を下回り、興味・関心を高めるようにす

ることが必要である。 

・一人１台タブ

レットを活用

した個別最適

な学び・協働

的・探究的な

学びの実現 

 

①ICT を活用し「教える」から「学習者

が主体的に学ぶ」授業を実践する。 

②スタディ・サプリやドリルパーク、デ

ジタル教科書などデジタル教材を効果

的に活用したり、家庭学習の充実を図

ったりして基礎学力の定着を図る。 

①全ての教科において、一人１台タブレ

ット等を有効に活用した授業が実施で

きたか。 

②学校評価（生徒）の「授業は、分かり

やすく楽しい」等において肯定的な回

答を８割以上に出来たか。 

 

①学校評価「授業や家庭学習においてタブレ

ット端末を有効活用できたか」生徒の肯定

的回答は９３％であった。 

②生徒の肯定的な回答は９７％となり、目標

値を達成できた。 

Ｂ 

〇家庭学習の取組みについて、生徒の

肯定的回答６６％、保護者４８％と

例年みられる課題である。改善策と

して長欠等を含め様々な状態にある

生徒に個別最適な学びを確保する為

にも、タブレットを活用したドリル

などを提供していく。 

 

・本校の課題の一つである学力

向上が、３年間で平均に近づ

いている。学校評価アンケー

トでは、生徒、保護者ともに

家庭学習についての評価が低

いことが課題である。 

・学校評価アンケートの結果か

ら、生徒は高く評価している

が、保護者の評価は低くなっ

ている。 

・ＩＣＴ機器の

効果的な活用

と読み書きの

バランスを考

えた、個別最

適な支援の実

践 

 

①エバンジェリストや ICT が得意な教員

を手本とした研修を行い、一人１台タ

ブレットを効果的に活用した研究授業

や公開授業を年 2 回実施するなど、教

職員同志で共有しながら意識を高め、

授業の質の向上を図る。 

②小中間で授業等を見合い、交流を深

め、授業規律等の工夫改善を図る。 

①学校評価（教職員）項目「教育課程編

成・実施状況」等において、肯定的な

回答を９割以上に出来たか。 

②「学びの指標」の４つの因子の平均が

市平均を 0.1 ポイント以上上回ること

が出来たか。 

①教職員の肯定的な回答は９２％であった。

学力向上カウンセリング研修等を通じて、

生徒主体の学習方法など共通理解すること

ができた。 

②教員の授業力を生徒がはかる「学びの指

標」は４項目全て 1回目から 2回目に 0.1P

以上向上出来た（校内平均値 3.2～3.5） 

Ａ 

〇教育課程を見直しながら、校内研修

において学力等の実態を可視化し、

学び合いや共有の場の工夫等を行

い、主体的で探究的な深い学びを追

求する。 

〇小・中合同研修会や連携・交流の更

なる充実を図る。 
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安

心 

・ 

安

全 

  

（現状） 

○R５市学習状況調査において「学校に行くのが楽

しい」の項目で生徒の肯定的な回答の割合は、

９割を超え、市平均も上回った。また、学校生

活の項目についても同様に、市平均を上回って

いる。 

○R５学校評価（生徒）の「先生方は、相談しやす

く適切に対応している」等において生徒の肯定

的な回答が９割を超えている。 

（課題） 

○生徒一人ひとりに寄り添いながら組織的な支援

体制を継続しているが、複雑な家庭環境や多様

な価値観もあり、より専門知識や支援体制の構

築が求められる。 

○防災・防犯に関する生徒の意識調査では、全学

年８割を超えているが、学年によって市平均を

下回っている。 

・いじめの問題

や不登校等の

未然の防止、

早期発見と対

応するための

校内支援体制

の充実 

 

 

①望ましい授業環境を確立するための４

つの行動目標を推進する。 

②生徒指導・教育相談部会の定期的な実

施や学期の始めや終わりに、拡大部

会を開催し、特別な支援や配慮を要

する生徒の共通理解を図る。（Sola

るーむの適切な運営を含む） 

③本校の実態に合わせたテーマで指導者

を招聘し、教育相談の手法や見直し

を図る校内研修会を実施する。          

①学校評価（生徒）の「先生方は、相談

しやすく適切に対応している」等にお

いては肯定的な回答が９割以上に出来

たか。 

②学校評価（保護者）の「先生方は、相

談しやすく適切に対応している」等に

おいては肯定的な回答が８割以上に出

来たか。 

 

①生徒の肯定的な回答は９２％となり、目標

値を達成できた。また、安全・安心・快適

でいじめを見逃さない学校づくりにおいて

肯定的な回答９５％であった。 

②保護者の肯定的な回答は昨年より３Ｐ向上

し７９％となり達成に近づいた。また、登

下校などの安全面において保護者等の立哨

指導の効果もあり、肯定的な回答９２％で

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

〇多種多様な背景がある生徒理解に更

に努め、専門家を交え、配慮を要す

る生徒へのサポート体制の更なる充

実と来年度開校する学びの多様化学

校の周知等、寄り添った支援を強化

する。 

〇ＳＮＳを含むいじめの問題や人間関

係トラブルの未然防止と早期発見に

努めると共に、校内研修等の充実を

図る。 
 

・学校の状態は良い。学校外の

ことであるが、暴走族の問題

が地域の課題である。悪いこ

とを断れる勇気が必要であ

り、その基本は挨拶運動であ

る。 

・生徒の生活や安全に関わる問

題は、地域と学校とが一体と

なって取り組むことが必要で

ある。 

・安心安全な学

校施設や環境

の維持管理 

・防災・防犯に

関する訓練等

の確実な実施 

 

①各担当を中心に全教職員で安全・保

健・給食の点検を確実に実施する。 

②１日１回以上校内巡視を行う。不審者

対応として校門の都度の開閉、施錠

の手触り点検、防犯訓練等を行う。 

③様々な安全教室や小中連携した引き渡

し訓練等を実践する。 

①学校評価（教職員）の学校安全・保

健・給食指導における項目で肯定的な

回答を８割以上に出来たか。 

②学校評価（生徒）の防災・防犯等に関

する肯定的な回答が８割以上に出来た

か。 

 

①教職員の安全・防災・保健・給食に関する

各項目について、肯定的回答は、いずれも

９６％以上であった。 

②生徒の肯定的回答は９６％となり、目標値

を達成できた。 

 

 

 

 

Ａ 

 

〇登下校の見守りや小学校と連携した

合同避難訓練、自治会と連携した避

難所運営訓練など、保護者や地域と

の協働を継続し、子どもたちの防犯

力を高めていく。 
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開

か

れ

た

学

校 

 

（現状） 

○昨年度の学校運営協議会を通し、育てたい生徒

像「あいさつができる」を共通理解した。 

○日常生活に戻り、保護者や地域に行事や授業の

公開を行うことが出来た。 

○ＰＴＡ組織の取組が、本校の教育活動の後押し

となり生徒の安心安全につながっている。 

（課題） 

○日常を取り戻した今、学校運営協議会において

育てたい生徒像の実現に向け、二つの区にまた

がる家庭・地域の共有を図り、行動に踏み出

す。 

○コミュニティ・スクールの様子や教育活動の積

極的な発信を行う。 

・学校運営協議

会を通じた生

徒、地域、保

護者との協働

の実現 

 

①あいさつの大切さや意義を考えさせ、

育てたい生徒像「あいさつができる生

徒」を育成する。 

②学校運営協議会等を通じて大宮区と見

沼区の情報を収集し、生徒・保護者・

地域が協働できる場を実現する。 

 

①学校評価「進んであいさつをしてい

る」A 評価の生徒７割、「お子さんが

進んであいさつをしている」AB 評価

の保護者８割以上に出来たか。 

②学校評価（生徒）「ボランティア活動

に年１回以上参加している」７割以上

に出来たか。 

①進んであいさつできた生徒Ａ評価は６５％

となり昨年より４Ｐ向上、保護者ＡＢ評価

は７７％となり昨年より１Ｐ向上した。 

②学校は保護者や地域と協力している項目に

保護者の肯定的回答９０％、生徒の地域活

動やボランティアへの参加は昨年より９Ｐ

向上し７３％となった。 

Ａ 

〇学校運営協議会等を通じ、保護者や

地域との協働について更なる場の設

定や周知、取組方法などについて検

討していく。 

〇校内の掲示板を有効活用し、申込み

手続きなどを分かりやすく工夫す

る。 

 

・レッツ・ジョイン・クリーン

活動は、地域の学校をどうす

るかという視点で、ボランテ

ィア活動として継続してい

く。 

・地域主催のイベントに参加す

る生徒がいることから、働き

方改革の趣旨や地域に開かれ

た学校という視点で、教員の

参加について様々な意見が出

た。 

・HP の「地域とともに」のペー

ジが良い。学校外の人が情報

を得るために、他の教育活動

も掲載するとよい。 

・ コ ミ ュ ニ テ

ィ・スクール

の様子や教育

活動の積極的

な情報発信 

 

 

①場合に応じて、オンライン等を活用

し、保護者会などを効果的かつ充実さ

せる。 

②学校ＨＰや学校安心メール、ＰＴＡの

学プリ等を活用することで、教育活動

の情報発信を行う。 

①保護者や地域に、学期に２回以上授業

や行事等を公開することが出来たか。 

②学校評価（保護者）項目「学校は、授

業や行事等の教育活動の様子を伝えて

いる」において肯定的な回答を８割以

上に出来たか。 

①周年行事を含め、年５回以上の学校公開等

を実施することが出来た。３学期から、学

校のお便りを無料アプリ（スクリレ）から

配信している。 

②保護者の肯定的な回答は９５％となり昨年

より３Ｐ向上した。 

Ａ 

〇来年度から正式に学校とＰＴＡで連

携し、スクリレを活用して情報発信

する。（地域は紙を継続） 

〇引き続き安全対策を講じながら内容

を精選し、無理のない日程を年間計

画に組み込んでいく。 
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教

職

員

の

資

質

向

上 

（現状） 

○「一人ひとりの可能性を最大限に引き出す個別

最適・協働的・探究的な学び」を設定し学校課

題研修を進めている。 

○エバンジェリストを中心に、ＩＣＴ活用に係る

教職員研修を実施している。 

○データ化、共有化等を進め、働き方改革への意

識を高めた。 

（課題） 

○教職員の心身の健康を維持すると共に、時間外

在校時間を短縮させることが課題である。 

○デジタルで生活や学習を支援する「スクールダ

ッシュボード」の研修を深め、共有することが

必要である。 

・健康で明るく

互いに磨き合

い、チームワ

ークを向上さ

せる 

・研修プラット

フォーム等を

活用した自主

研修を計画的

に行う 

・時間外在校時

間の平均を昨

年より 0.5h 減

とする 

①テキストや事例集を活用し、服務や教

職員事故に関する校内研修や服務に関

する振り返りアンケートを実施し、意

識を高める。 

②各自月２回以上の定時退勤日の実施。 

③職員とのコミュニケーションを大切に

取組状況や課題などを把握し、認め・

称賛・感謝し、助言や支援する。 

④校務分掌等、担当者同士のコミュニケ

ーションを活性化し、OJT や PDCA サ

イクル等を実現する。学年主任を中心

に連携・協力体制を確立し、組織的な

指導・支援体制を構築する。 

 

①教職員事故防止に向けた研修会を年３

回以上実施できたか。 

②教職員の月２回以上の定時退勤率を８

割以上、時間外在校時間の平均を昨年

より 0.5ｈ減に出来たか。 

③教職員による見合い授業の実施（小中

合同含む）を年２回以上、自主研修を

年１回以上出来たか。 

④学校評価（教職員）における運営組織

や相談体制に関する項目において、肯

定的な回答を９割以上に出来たか。 

 

 

①教職員向けの研修は、年３回以上実施し、

適時呼びかけ等を行い意識の醸成を図るこ

とができた。 

②定時退勤月２回以上は５割程度であった

が、１２月末までの時間外在校時間の平均

は昨年より８時間減の４０時間となった。 

③授業研究発表会等に向けて、市教委の指導

を受けながらチームとして取り組み、教科

や学年を超えて研修することができた。 

④各項目における教職員の肯定的な回答は、

８９％以上となった。 

Ｂ 

 

〇働き方改革の推進に向け、ペーパー

レス化など更なる業務の見直し、教

職員個人によるオーダーメイドする

意識の醸成、保護者・地域への周知

と理解等に取り組む。 

〇授業力向上に向け、指導者の招聘、

校内研修の工夫改善、小中連携の更

なる充実を図る。 

〇全教職員がチーム二東の一員として

自覚と責任を持ち、主体的で持続可

能な自走集団として更なる構築を図

る。 

 

・学校評価アンケートについ

て、小学校と内容の統一を検

討するとともに、教員もアン

ケートに回答して比較すると

よい。 

・働き方改革と地域と共にある

学校をどのようにしていくの

か、十分検討が必要である。 

・地域の中にいる子ども達を、

地域で育むことも大切であ

る。 



 


